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技術相談 

提供可能技術： 

・ テンソル分解の数値計算 

・ テンソル分解によるデータ分析 

・ テンソル分解アルゴリズムの理解支援のための教材開発 

 

研究内容： テンソル分解を応用したデータ分析、テンソル分解教育のための理解支援 

ここで取り扱うテンソルとは多次元配列のことを意味し、例えば、図１の３階テンソル（３次元配列）では、行・列・奥行

きの各カテゴリからなるデータを格納することができる。テンソル分解は、元のテンソルを１つのテンソルと複数の行列

の積で表現するもので、高次特異値分解（HOSVD）や非負分解である Nonnegative Tucker Decomposition（NTD）など

のアルゴリズムが知られており、データの低次元化、特徴抽出、データ分析などに利用されている。 

我々は、これまで HOSVD を応用した多次元主成分分析（MPCA）や NTD を応用した解析手法などを利用して、医療

データの分析などを試みてきている（図２）。 

また、テンソル分解のアルゴリズムは処理が複雑となり理解が難しくなるため、CG 動画や 3D パズルなどを用いた教

材を利用したアルゴリズムの理解支援に関する研究にも取り組んでいる（図 3）。 
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図１ テンソル分解のイメージ 

図３ CG および 3D パズルを利用した理解支援 
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図２ 医療データ分析への応用 


